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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
研究要旨：(1)2012年に診断基準が確定した。その後、厚労省の特定疾患に認定され、その診
断基準も確定した。(2)今後は診断基準の改訂を進め、さらに治療ガイドラインを策定する事
業が立ち上がった。作成委員あるいはシステマチックレビュウ委員に任命され、その作業が始
まった。(3) 臨床個人票に基づくデータベース構築も必要となる。(4)好酸球性食道炎・好酸
球性胃腸炎における疾患関連性遺伝子および統合オミックス解析についても症例を登録してい
る。 
特に、診療ガイドラインと重症度についてわが国の基準を策定することが当面重要である。 
  
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
                  
１ 研究目的 
著者らは、これまでに炎症性腸疾患の診
断基準、鑑別診断に関する研究を継続して
きた。その成果は、我が国におけるIBD診
断基準の作成につながりその改訂も進め、
公表してきた。その内容は我が国における
ガイドラインとしても取り上げられてきた。
また、早期クローン病の診断や好酸球性腸
炎との鑑別に関しても研究を進めてきた。 
 
２ 研究方法 
(1)2012年に診断基準が確定した。その後、
厚労省の特定疾患に認定され、その診断基
準も確定した。 
(2)今後は診断基準の改訂を進める。さら
に治療ガイドラインを策定する事業が立ち
上がった。作成委員あるいはシステマチッ
クレビュウ委員に任命され。その作業が始
まった。 
(3) 臨床個人票に基づくデータベース構築
も必要となる。 
(4)好酸球性食道炎・好酸球性胃腸炎にお
ける疾患関連性遺伝子および統合オミック
ス解析についても京都大学に症例を登録し
ている。 
 
（倫理面への配慮） 
総説や原著論文であり、患者情報は含ま
れていない。 
３ 研究結果 
(1)2014年に厚労省の特定疾患に認定され、
その診断基準も確定した。 
(2)今後は診断基準の改訂を進める。特に、
消化管の正常例における好酸球浸潤細胞の
数を確定させることが重要であろう。さら
に治療ガイドラインを策定する事業が立ち
上がった。臨床上の疑問（CQ）が確定しつ

つある。また、厚労省の難治性疾患ホーム
ページへの疾患紹介の記載、好酸球性消化
管疾患診療ガイドの出版（2014、南江堂）
など本症の正しい理解を進めるため、広報
やガイドラインが整備されつつある。 
(3) 臨床個人票に基づくデータベース構築
も必要となる。多数例を登録して疾患の臨
床像を解析する。 
(4)好酸球性食道炎・好酸球性胃腸炎にお
ける疾患関連性遺伝子および統合オミック
ス解析についても症例を登録している。 
 
４ 考察 
好酸球性消化管疾患は海外でも様々な呼
称が用いられており、我が国で呼称が統一
された意義は大きい。その病態も我が国と
海外で差があるようにみえる。更なる研究
の進歩と調査が必要であり、重症例に対す
る治療法の確立も望まれる。 
 
５ 評価 
1）達成度について 
診断基準が作成され、供評された。更な
る疫学研究の第一歩が始まった。 
2）研究成果の学術的・国際的・社会的意
義について 
我が国の診断基準を英文誌に掲載し、海
外に発信した。国内の臨床家にも周知すべ
く臨床系の疾患ガイドに特集を掲載した。 
3) 今後の展望について 
公表された診断基準により病態解明が進
むものと思われる。 
4）研究内容の効率性について 
我が国における先進的な成果を一堂に集
めたことにより認知度が高まった。 
 
６ 結論 



海外で多く研究されてきた好酸球性消化
管疾患は我が国にも存在する。好酸球性消
化管疾患は海外でも様々な呼称が用いられ
ており、我が国で呼称が統一され特定疾患
にも取り上げられた。今後の病態解明と治
療法探策研究が必要である。 
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